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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭

に
当
た
り
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
町
政

全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
た
年
で
あ
り
、
未
だ
終
息
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
い
た
「
広
野
町
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２
」
や
「
広
野
ス
タ
イ
ル
２
０
２
２
」、「
第
25
回

文
化
を
通
し
た
交
流
か
ら
、歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
「
文

化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ひ

ろ
の
未
来
館
が
地
元
の
ふ
た
ば
未
来
学
園
、
小
高
技
術
産

業
高
校
、
福
島
高
専
、
東
日
本
国
際
大
学
、
東
京
大
学
、

早
稲
田
大
学
な
ど
の
学
術
研
究
機
関
と
の
連
携
、
ご
支
援

を
賜
り
な
が
ら
広
く
「
復
興
を
支
え
る
若
人
」
が
廃
炉
事

業
の
完
結
へ
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
に
よ

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
創
出
に
向
け
た
復
興
人
材
育
成

の
拠
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
玄
関
口
に
あ
た
る
広
野
駅
に
隣
接
す
る
「
未
来
の

か
け
橋
」・「
広
野
駅
構
内
」
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成
し
、

今
後
実
施
を
予
定
し
て
い
る
広
野
駅
の
改
修
事
業
な
ど
に

よ
り
、
広
野
駅
を
中
心
と
す
る
地
域
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
図
ら
れ
、利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

広
野
駅
東
側
地
区
に
お
い
て
は
、
若
者
世
代
向
け
の
魅
力

あ
る
住
宅
団
地
開
発
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
広
野
駅
周

辺
の
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
町
の
復
興
・
再
生

広野町長

遠 藤 　 智

ふ
る
里
復
興

ふ
る
里
復
興･･

創
生
創
生

「
草
創
の
年
」

「
草
創
の
年
」
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ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
」
の
開
催
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
、
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。「
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
」

で
は
、
童
謡
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
者
で
あ
る
兵

庫
県
た
つ
の
市
と「
日
本
一
の
童
謡
の
里
づ
く
り
の
ま
ち
」

を
目
指
す
共
同
声
明
を
発
表
し
、
広
野
町
と
た
つ
の
市
で

生
ま
れ
た
童
謡
を
歌
い
継
ぐ
こ
と
で
、
童
謡
文
化
の
よ
り

一
層
の
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
人
が

築
き
上
げ
た
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
継
承
し
、
童
謡
が
生

ま
れ
た
美
し
い
里
山
、
田
園
を
渡
る
風
、
清
ら
か
な
水
を

未
来
に
繋
ぐ
た
め
、
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
さ

な
い
た
め
の
原
動
力
に
も
な
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、

半
世
紀
の
歴
史
に
及
ぶ
広
野
火
力
発
電
所
と
昨
年
運
転
が

開
始
さ
れ
た
広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
と
の
未
来
に
向
け
て
の
共
生

を
展
望
し
た
脱
カ
ー
ボ
ン
を
掲
げ
、
童
謡
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で

移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
未
来
創
造
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

町
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
、
世
代
、
地
域
を
超
え
て
相

互
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点
、
新
し
い
文
化
活
動
の
場
と
な

る
広
野
町
文
化
交
流
施
設
「
ひ
ろ
の
未
来
館
」
が
４
月
に

開
館
し
ま
し
た
。
広
く
地
域
の
皆
様
が
歴
史
・
伝
統
・
文

化
に
触
れ
る
機
会
並
び
に
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
学
習

す
る
環
境
を
整
備
し
、文
化
財
等
を
活
用
し
た
体
験
学
習
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
町
の
歴
史
・

を
、
新
し
い
広
野
町
の
「
創
生
」
へ
と
進
化
さ
せ
、
ふ
る

里
広
野
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
対
す
る
誇
り
を
胸
に
、

本
年
を

ふ
る
里
復
興
・
創
生
「
草
創
の
年
」

と
位
置

付
け
、
生
活
再
建
を
念
頭
と
し
た
医
療
福
祉
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア

カ
デ
ミ
ー
福
島
と
の
連
携
や
子
ど
も
議
会
の
開
催
な
ど
の

充
実
し
た
教
育
、
廃
炉
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経
済

の
更
な
る
発
展
を
図
り
、
移
住
・
定
住
を
念
頭
と
し
た
新

た
な
時
代
の
防
災
に
強
い

安
心
・
安
全
な
共
生
の
ま
ち

づ
く
り

、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
と
連
動
し
た
復
興

人
材
育
成
な
ど
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
未
来
創

造
を
展
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

広
野
町
の
復
興
・
再
生
は
、
国
内
、
国
際
社
会
よ
り
多

く
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、
着
実
に
復
興
の

歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
震
災
か
ら
第

二
期
復
興
創
生
期
間
を
迎
え
、
福
島
の
復
興
に
向
け
て
、

国
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
強
固
な
結
束
、
相
互
連

携
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
へ
感

謝
の
念
を
持
ち
、
福
島
復
興
を
成
し
遂
げ
る
決
意
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を

願
う
と
と
も
に
、
本
年
が
、
皆
様
と
共
に
明
る
い
夢
と
希

望
に
満
ち
た
幸
せ
な
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

令
和
５
年
１
月
１
日

写真提供：アジア航測㈱写真提供：アジア航測㈱
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新型コロナワクチン接種について

１．陽性者全数把握見直しと防災無線の再開について
�　９月26日から陽性者全数把握が見直しされ、新規陽性者数の公表は、市町村単位から保健所単位に
変更されました。町は、引き続き、関係機関からの限られた情報を基に、町内における罹患率のデー
タを作成して、広野町新型コロナウイルス感染症対策本部会議において情報共有を行い、広報ひろの、
町ホームページ並びにワクチン接種事業等を通し、住民周知に取り組んでいます。
�　今後も、新型コロナウイルス感染症対策における国、県の動向、感染状況を注視し、適切かつ的確
な住民周知に取り組んでいきます。

２．オミクロン株に対応した２価ワクチンの接種について

〇オミクロン株対応２価ワクチン対象者
●新型コロナウイルスの従来株とオミクロン株に対応したワクチン（以下「オミクロン株対応２
価ワクチン」という。）の接種は、初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方
を対象に、一人１回接種します。最終接種から３ヶ月以上経過した方が対象者となります。

●令和５年１月以降に行う広野町のオミクロン株対応２価ワクチン接種は、馬場医院での個別接
種となります。申込み先は広野町コロナワクチンコールセンター（☎0120-567-513）です。

〇小児（５～11歳）接種について
小児接種対象の保護者に対し意向調査を行い、双葉郡８町村共同でワクチン接種を実施していま
す。２回目接種から５ヶ月以上経過後の追加接種についてご案内をしています。

〇乳幼児（生後６ヶ月～４歳）接種について
乳幼児接種対象の保護者に対し意向調査を行っています。接種回数は３回となります。双葉郡８
町村共同でワクチン接種を実施する準備を進めています。

〇初回接種（１・２回目接種）が未接種の方
・従来型ワクチンによる接種を完了してください。
・接種を希望される場合は、広野町コロナワクチンコールセンターまでお問い合わせください。
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３．広野町以外での接種について
　・入院中の医療機関や施設でワクチンを受ける方は、医療機関や施設にご相談ください。
　・�避難先において、「住所地外接種届出済証」の提出を求められた場合は、広野町コロナワクチンコー
ルセンターまでお問い合わせください。かかりつけ医や大規模接種で受ける場合は必要ありません。
・�広野町に居住している広野町民以外の方で、町の集団接種を希望される場合は広野町コロナワクチ
ンコールセンターまでお問い合わせください。

●発熱などの症状がある場合の相談・受診について
　�福島県は、発熱などの症状がある方の診察や必要な検査の実施可能な医療機関を登録し、福島県ホー
ムページで公表しています。受診を希望する医療機関へ必ず事前に電話してから受診してください。

●診療・検査医療機関が見つからない、近くにない方
　診療・検査医療機関が見つからないまたは近くにない方などは、受診相談センターへご相談ください。
　○受診相談センター　☎0120ｰ567ｰ747（24時間、土日祝日対応）

●陽性となった場合の対応について
　�基本的に自宅での療養となります。医療機関で処方された解熱剤などを服用し、安静にして様子をみ
てください。水分がとれない、発熱が４日以上続くなど、症状が悪化した場合は、福島県フォローアッ
プセンター（☎0120ｰ897ｰ089）までご相談ください。
自宅療養期間中は、以下の感染対策を行ってください。
●こまめな換気　●みんなでマスクを着用　●こまめに流水と石鹸で手洗い（アルコール消毒可）
●ドアノブやテーブルなどの共用部分の消毒　●お世話する人を限定　●食事は別室または時間をず
らす　●陽性者のお風呂は最後　●物（タオル、食器、歯磨き用コップなど）を共用しない　●寝室
など可能な限り生活空間を分ける　●汚れたタオルやシーツ、衣類は洗濯する
また、同居家族に妊娠37週以降の妊婦がいる場合は、福島県フォローアップセンター（☎0120ｰ
897ｰ089）へ連絡してください。
療養期間は、以下のとおりです。

●症状のある方（入院者・高齢者施設入所者を除く）
　発症日から７日間経過し、かつ症状軽快後※24時間経過した場合には８日目から解除可能
　※症状軽快とは、解熱剤を使用せずに、解熱しており、呼吸器症状が改善傾向である場合をいいます。

発症日
０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

６日目 ７日目 ８日目
療養
解除

９日目 10日目

●症状がない方
　検体採取日から７日間を経過した場合には８日目に療養解除可能（従来どおり）
　�加えて、５日目の検査キットによる検査で陰性を確認した場合には６日目に解除可能

検体
採取日

０日目
１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５日目 ６日目 ７日目 ８日目
療養解除

５日目 ６日目
陰性確認した
場合の解除日

７日目 ８日目

＊＊＊ 広野町コロナワクチンコールセンター ＊＊＊
平日のみ�【月曜日～金曜日（祝祭日を除く）】　午前８時30分～午後５時15分☎☎0120ｰ567ｰ513

検査キット
による陰性確認

検温など自身で
健康状態を確認

検温など自身で
健康状態を確認

24時間
経過

症状
軽快
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まちの話題まちの話題まちの話題

東京経済大学チームによる大学生まち
づくりコンテストプレゼン発表会

　東京経済大学経営学部の学生が12月６日（火）広
野町役場において「大学生観光まちづくりコンテスト
2022福島復興ステージ」で「福の海」賞を受賞した
観光まちづくりプランを発表しました。
　今回学生が考えたまちづくりプランは、小学生の夏
休みの自由研究に着目し、山や川遊び、農家や漁協で
の体験などを３年続けて町を訪れるプランであり、地
域資源を有効活用した点が評価されました。

↑受賞した東京経済大学学生らとの集合写真
　（左から５人目と７人目と９人目）

黒田惣一さんが町村監査功労者表彰
を受賞

　元代表監査委員の黒田惣一さんが12月16日（金）、

広野町役場を訪れ、現代表監査委員の鯨岡公一さん、

現監査委員の門馬まりえさん同席のもと、遠藤町長に

町村監査功労者表彰受賞の報告をしました。

　黒田さんは、７年３か月の長きにわたり監査委員と

して、地方自治の振興発展に貢献され、功績が顕著で

あったことから表彰を受賞されました。

↑町村監査功労者表彰を受賞した黒田惣一さん
　（左から2人目）

沼津学園桐陽高校と
町老人クラブとの交流会

　静岡県にある学校法人沼津学園の桐陽高校１年生の
生徒93名が11月24日（木）、広野町を訪れ、町老人
クラブ関係者との交流会を行いました。交流会では、
桐陽高校の生徒に対し、町老人クラブ関係者が震災当
時の状況や避難生活などの体験談について話しまし
た。交流会終了後は、広野駅東側開発地区で以前植樹
した桜の除草や添え木の手入れ作業を行いました。
　この広野町と沼津学園との交流は今回で12回目と
なります。

↑町老人クラブとの交流を深めた桐陽高校の生徒ら

第４回日ASEANスマートシティ・
ネットワークハイレベル会合レセプション

　第４回日ASEANスマートシティ・ネットワークハ
イレベル会合レセプションが12月６日（火）、Jヴィ
レッジで開催され、竹谷とし子復興副大臣ご臨席の下、
遠藤智町長が英語であいさつしました。
　レセプションでは、「第４回日ASEANスマートシ
ティ・ネットワーク　ハイレベル会合」に議長国であ
るカンボジア国土管理・都市計画・建設省長官をはじ
め、ASCN各国各都市代表者など約100名が出席し、
広野町で活動する茶道裏千家淡交会の呈茶や広野町の
日本酒が振舞われました。

↑レセプションで挨拶をする遠藤町長



7 2023.1 2023.1 広報ひろの 広報ひろの 

まちの話題まちの話題まちの話題

広野こども園園児
みかん狩りを楽しむ

　広野こども園の園児らは、12月９日(金)、太平洋を
望む高台にあるみかんの丘において毎年恒例のみかん
狩りを行いました。この日は、天候にも恵まれ、園児
らは、たわわに実ったみかんを一つひとつ丁寧にもぎ
取り、楽しみながら収穫を体験しました。収穫した皮
が薄く、やや酸味の強いみかんをさっそくほおばり、
旬の味を楽しみました。

↑もぎりたてのみかんを食べる園児ら

竹谷復興副大臣町内視察

　竹谷とし子復興副大臣が11月29日（火）に広野町
を訪れ広野IGCC、二ツ沼総合公園、広野町文化交流
施設を視察しました。二ツ沼総合公園では、バナナの
栽培や町振興公社が産業技術総合研究所との連携によ
る燃料費削減を図るため地中熱を利用した実証事業に
ついて説明しました。また、町文化交流施設では、恐
竜の化石や土器、広野町で生まれた童謡の展示物をご
覧になり「継承されている文化の取り組みに感銘を受
けました」とお言葉をいただきました。

↑広野町の化石について説明を受ける竹谷復興副大臣（右）

いわきFC大倉代表らが
シーズン終了を報告

　いわきFC大倉代表取締役ら選手が11月30日（水）、
広野町役場を訪れ今シーズンの成績を遠藤智町長に報
告しました。今季のいわきFCは、「90分間止まらない、
倒れない」サッカーを貫き通し、チーム一丸となり快
進撃を重ね、見事J３優勝を果たし、来季のJ２昇格を
勝ち取りました。大倉代表は「この地域がサッカーを
通して、活気あふれる地域になるよう関係機関と一体
になり取り組んでいきます」と今後の抱負を語りまし
た。

↑Ｊ２昇格を決めたいわきFC選手ら

つなぎ放水訓練を実施

　広野町消防団は11月27日（日）、下浅見川本町地区
でつなぎ放水訓練を実施しました。つなぎ放水訓練は、
火事現場から消火用水源が遠い場合を想定し、素早く
ホースを繋いでいく訓練であると同時に、ホースやポ
ンプの点検も併せて実施されます。今回の訓練は、自
然水利の中継送水を実施し、迅速な行動・動作と基本
に忠実な操作により機械器具への精通を深め、有事即
応体制の確立を図るとともに、住民の火災予防意識の
高揚を図る目的として実施されました。

↑火点に放水する消防団員
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2022を開催
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　「広野スタイル2022」が12月18日（日）、二ツ沼総合公園で開催され、町内外から多くの来
場者が詰めかけました。
　今年度は、「広野スタイル（広野町独自）」のスポーツ振興などによる新たなまちづくりの魅
力を体験できるイベントを開催し、震災からの復興・風評払拭、交流人口の拡大を図ることを
目的に、スポーツ体験ブース（サッカー、スケートボード、フライングディスク、ボルダリング）
を開催しました。FMXショーは、強風のため中止となりましたが、広野夢大使であるDAICE（鈴
木大助さん）をはじめとするトークショーなどが行われ、多くの来場者で賑わいました。

ボルダリング体験

フライングディスク体験

スケートボード体験

サッカー体験
スポーツ体験ブーススポーツ体験ブース
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FMXライダーによるFMXライダーによる
トークショートークショー

物産販売コーナー物産販売コーナー

会場を沸かせた会場を沸かせた
ライダーたちライダーたち

　「広野スタイル2022」の席上でフリースタ
イルモトクロスの第一人者として国内外で活
躍する鈴木大助さんを広野夢大使に委嘱しま
した。鈴木さんは、平成29年に広野夢大使に
委嘱され、今回で３回目となります。
　引き続き、若い世代へ向けて広野町を国内
外にPRしていくことを約束しました。 広野夢大使に委嘱された鈴木大助さん（左から４人目）

広野夢大使に委嘱状広野夢大使に委嘱状
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　令和４年度第４回広野町議会定例会が12月15日
から16日までの会期で開催されました。一般質問
を経て議案審議がなされ、すべての議案が原案どお
り可決されました。
　会期初日には、遠藤町長が第３回定例会（９月開
催）以降の町政経過報告を行いました。町民のみな
さんにお伝えしたいことがたくさん盛り込まれてい
ますので、主な内容の抜粋を掲載します。

“日本一元気な町づくり”“日本一元気な町づくり”
� ふる里復興・創生「草創の年」� ふる里復興・創生「草創の年」
―いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町――いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町―

町長一般経過報告町長一般経過報告第４回広野町議会定例会

遠藤町長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
２
価
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
29
日
か
ら
約
４
，

０
０
０
人
を
対
象
に
集
団
接
種
に
よ

り
実
施
し
、
12
月
24
日
に
接
種
完
了

す
る
計
画
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
お
け
る
国
、
県
の
動
向
、
感

染
状
況
等
を
注
視
し
、
対
策
本
部
会

議
に
お
い
て
適
時
、
適
切
な
対
応
に

取
り
組
み
ま
す
。

総　
務　
課

　

９
月
17
日
、Ｊ
Ｒ
広
野
駅
及
び
駅
周

辺
に
て
、広
野
町
環
境
美
化
推
進
協

議
会
を
は
じ
め
、広
野
町
婦
人
会
、町

内
企
業
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、町
職
員
な
ど

約
80
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、広
野

駅
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、
行
政
区
長
会
議
を
開

催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
並
び
に
令
和
４
年
度
に
お
け

る
町
の
重
点
事
業
の
進
捗
状
況
と
要

望
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
行
政
区
長
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
貴
重
な
意
見
を
施
策
に
反
映

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

10
月
９
日
、
生
活
環
境
の
美
化
と

保
全
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を

目
的
と
し
た
行
政
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
に
は
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、

町
内
各
地
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

行政区クリーンアップ作戦の様子

　

10
月
13
日
告
示
、30
日
投
開
票
の

日
程
で
第
22
回
福
島
県
知
事
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、投
票
率
向
上
に
向
け
街
頭

に
お
け
る
投
票
呼
び
か
け
、防
災
行

政
無
線
及
び
広
報
車
に
よ
る
定
期
的

な
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。投
票

率
は
49
・
９
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
20
日
告
示
、
30
日
投

開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
た
福
島
県

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

復
興
企
画
課

　

10
月
８
日
、
兵
庫
県
た
つ
の
市　

山
本
実
市
長
ら
を
迎
え
、
第
25
回
ひ

ろ
の
童
謡
ま
つ
り
音
楽
祭
が
、
童
謡

夢
大
使　

真
理
ヨ
シ
子
様
ほ
か
、
日

本
童
謡
協
会
所
属
の
歌
手
の
皆
様
、

広
野
こ
ど
も
園
の
園
児
、
広
野
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
ふ
た
ば
未

来
学
園
、
合
唱
団
め
じ
ろ
た
ち
の
出

演
者
、
約
６
０
０
名
の
来
場
者
の
も

と
４
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
で
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市

と
広
野
町
が
、
童
謡
文
化
の
振
興
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
で
生
ま
れ
た
童
謡

を
歌
い
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
し
い
童

謡
を
創
生
す
る
こ
と
を
共
同
で
目
指

す
「
日
本
一
の
童
謡
の
里
づ
く
り
の

ま
ち
」
共
同
声
明
を
行
い
、
両
市
町

の
交
流
を
よ
り
一
層
推
進
さ
せ
る
こ

と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

共同声明を行った
遠藤町長（左）と山本市長（右）

　

10
月
16
日
、
秋
季
広
野
町
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
レ
ッ
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
５
０
名
の
参
加
者
の
も
と
、
日
頃
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の
プ
レ
ー
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を

講
じ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
西
村
康
稔
経
済
産
業

大
臣
が
来
町
さ
れ
、
二
ツ
沼
総
合
公

園
の
国
産
バ
ナ
ナ
栽
培
事
業
で
は
、

産
総
研
の
地
下
水
を
使
っ
た
熱
交
換

シ
ス
テ
ム
（
地
中
熱
）
を
活
用
し
た

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
り
組
み

を
視
察
し
、
国
産
バ
ナ
ナ
「
綺
麗
」

の
ご
試
食
を
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
よ

り
、
広
野
町
の
バ
ナ
ナ
事
業
の
展
望

を
捉
え
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
風
評
被
害
払
拭
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
の
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ 

vs 

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
戦
が
約

５
，
０
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
迎

え
、
Ｊ
３
優
勝
に
向
け
た
世
紀
の
一

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
わ
き
Ｆ
Ｃ

は
見
事
勝
利
し
、
Ｊ
３
優
勝
、
Ｊ
２

昇
格
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。
試

合
後
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
勝
利

を
祝
い
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
奮
闘
並
び

に
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
出
身
者

選
手
を
称
え
、
広
野
産
特
別
栽
培
米

１
８
０
㎏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
し

た
。
ご
来
場
の
皆
様
に
祝
福
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ 

vs 

Ｙ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
横
浜
戦
で
は
、「
広
野
町
い

わ
き
Ｆ
Ｃ
応
援
デ
ー
」
と
し
て
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
ご
寄
付
頂

い
た
資
金
を
活
用
し
、
広
野
町
民

３
０
０
名
を
無
料
招
待
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
限
定
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
特

産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来

場
者
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
移
住
・
定
住
の
推
進
な
ど
、

広
野
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。広野町いわきＦＣ応援デー

　

11
月
29
日
、
竹
谷
と
し
子
復
興
副

大
臣
が
来
町
さ
れ
、
広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
国
産
バ
ナ
ナ

栽
培
、
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の
未
来

館
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
イ

ノ
ベ
や
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
各

事
業
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
図

り
、
広
野
町
の
先
進
事
例
が
地
域
を

リ
ー
ド
し
、
第
二
期
復
興
創
生
期
間

の
前
進
に
期
待
し
、
福
島
復
興
の
後

押
し
と
な
る
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

12
月
５
日
、第
４
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
が
前
日
の
会
津
大

学
に
引
き
続
き
、Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。東
南
ア

ジ
ア
各
国
の
要
人
、約
60
名
が
訪
れ
、

県
内
の
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
や
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、福
島
第
一
原

発
を
視
察
し
ま
し
た
。風
評
被
害
払

拭
を
目
的
と
し
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、竹
谷
と
し
子
復
興
副
大
臣

も
参
加
し
、地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
に
加
え
て
、日
本
文

化
の
紹
介
と
し
て
広
野
町
の
呈
茶
、

楢
葉
町
の
天
神
太
鼓
を
披
露
し
、参

加
者
か
ら
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、第
７
回
廃
炉
創
造
ロ

ボ
コ
ン
が
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構　

楢
葉
遠
隔
技
術
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、全
国
の
高
専
か
ら
14
チ
ー

ム
が
参
加
し
、来
賓
約
90
名
を
迎
え

て
、先
端
技
術
を
駆
使
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
々
、高
専
生
の
技
術
が
進
歩
し
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
日
、
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
防

災
・
減
災
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

課
題
先
進
地
福
島
か
ら
の
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
地
元

の
高
校
生
や
企
業
の
取
り
組
み
・
活

動
の
紹
介
が
あ
り
、
福
島
復
興
の
未

来
創
造
へ
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

町
民
税
務
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業
は
、
申
請
受
付
等
の
機
会
を
増

や
す
た
め
、
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

ま
で
窓
口
時
間
を
延
長
し
、
申
請
業

務
委
託
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
を

図
り
な
が
ら
、
毎
月
２
回
日
曜
日
の

役
場
開
庁
、
11
月
に
は
町
内
８
箇
所

の
地
区
集
会
所
で
の
出
張
申
請
に
加

え
、
12
月
以
降
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
未
申
請
者
を
対
象
に
、
自
宅

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
４
日
現
在
、
本
町

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
率
は
、
69
・
８
％
で
あ
り
、
県

平
均
は
63
・
４
％
、
全
国
平
均
は

68
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課

　

12
月
５
日
、
民
生
児
童
委
員
の
一

斉
改
選
に
伴
う
国
・
県
か
ら
の
委
嘱

状
伝
達
を
16
名
の
民
生
児
童
委
員
に

対
し
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
回

の
一
斉
改
選
に
伴
い
退
任
さ
れ
る
４

名
の
民
生
児
童
委
員
に
対
し
、
国
か

ら
の
感
謝
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。民生児童委員の一斉改選に伴う

国・県からの委嘱状伝達式

こ
ど
も
家
庭
課

　

10
月
１
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く

た
め
、
接
種
費
用
全
額
補
助
の
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
11
月
末
現

在
の
申
請
件
数
は
、
76
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

11
月
８
日
、
広
野
こ
ど
も
園
に
お

秋まつり参加者へのマイナンバーカー
ド周知活動
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い
て
防
火
教
室
を
開
催
し
、
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
ま
で
の
園
児
が
参
加
し

ま
し
た
。
園
児
は
、
富
岡
消
防
署
の

職
員
か
ら
火
事
や
火
遊
び
の
恐
ろ
し

さ
に
つ
い
て
学
び
、「
火
遊
び
は
絶

対
に
し
ま
せ
ん
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
、
学
校
法
人
昌
平
黌
い

わ
き
短
期
大
学
付
属
幼
稚
園
と
こ
ど

も
園
と
の
連
携
協
力
協
定
に
基
づ

き
、
い
わ
き
短
期
大
学
の
講
師
と
学

生
に
よ
る
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
を
対

象
と
し
た
運
動
能
力
測
定
を
実
施
し

ま
し
た
。
個
別
の
結
果
を
保
護
者
に

通
知
す
る
と
と
も
に
、
測
定
結
果
を

基
に
園
児
た
ち
の
運
動
能
力
の
現
状

を
把
握
し
、
今
後
の
運
動
や
遊
び
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
３
日
、
広
野
こ
ど
も
園
の
発

表
会
を
議
長
同
席
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。
三
密
を
避
け
る
た
め
、
園
児

の
年
齢
ご
と
に
保
護
者
入
れ
替
え
制

で
の
観
覧
と
し
ま
し
た
が
、
ご
家
族

の
皆
様
に
は
多
数
ご
来
園
い
た
だ
き
、

園
児
た
ち
は
練
習
し
て
き
た
ダ
ン
ス

や
劇
を
一
生
懸
命
に
演
じ
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
現
在
、
こ
ど
も
園
、
児

童
館
の
在
籍
者
は
、こ
ど
も
園
88
人
、

児
童
館
66
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
防
災
課

　

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
に
か

け
、
役
場
前
交
差
点
に
お
い
て
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
取
り
組
み

と
し
て
、
国
道
６
号
を
通
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
と
通
学
時
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
特
別
職
及
び
管
理
職
に
よ

る
立
哨
活
動
を
行
い
、
初
日
と
最
終

日
に
は
職
員
総
出
で
横
断
幕
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
交
通
事
故
防
止
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、
広
野
町
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
令
和
４
年
広
野
町

消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
秋
季
検
閲
式

を
議
長
は
じ
め
議
員
の
皆
様
ご
臨
席

の
も
と
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
団
員
・
隊
員
は
マ
ス
ク
着
用
、

検
温
を
実
施
し
、
十
分
な
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
、
消
防
団
の
厳
格
な
規

律
や
団
結
力
を
高
め
、町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に
広
野
町

消
防
団
、
広
野
町
婦
人
消
防
隊
、
株

式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
ジ
ェ
ラ
）
広
野

火
力
発
電
所
自
衛
消
防
隊
、
総
勢
51

名
の
参
加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
午
後
３
時
19
分
、

福
島
県
沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
５
・
１
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
本
町
で
は
震
度
４
を
観
測

す
る
と
と
も
に
福
島
第
二
原
子
力
発

電
所
を
有
す
る
楢
葉
町
で
震
度
５
弱

を
観
測
し
た
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
関
係
機
関
か
ら
の

情
報
収
集
に
取
り
組
み
、
被
害
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
福
島
第

二
原
子
力
発
電
所
か
ら
は
、
同
日
午

後
７
時
51
分
、
22
日
午
前
９
時
36
分

に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
異
常
が
な

か
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

23
日
午
前
８
時
30
分
、
災
害
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
地
震
に
よ

る
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認

し
、
午
前
８
時
40
分
災
害
対
策
本
部

を
解
散
し
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、築
地
ヶ
丘
公
園
、折
木

地
区
集
会
所
及
び
中
央
体
育
館
に
お

い
て
、震
災
後
８
回
目
と
な
る
広
野

町
津
波
避
難
訓
練
並
び
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
基
づ
く

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。訓
練

に
は
、沿
岸
部
で
生
活
す
る
町
民
、企

業
、消
防
団
、婦
人
消
防
隊
、関
係
機

関
な
ど
１
５
０
人
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、避
難
所
設
営
や
婦
人
消
防
隊

に
よ
る
物
資
配
布
訓
練
、無
人
航
空

機
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の
映
像
で
被
害
状

況
を
確
認
す
る
情
報
収
集
訓
練
等
を

実
施
し
、防
災
体
制
の
連
携
強
化
と

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

広野町津波避難訓練並びに新型コロナ
ウイルス感染症対策に基づく避難訓練

　

11
月
27
日
、
ひ
ろ
の
防
災
緑
地
に

お
い
て
、
消
防
団
に
よ
る
大
規
模
火

災
を
想
定
し
た「
つ
な
ぎ
放
水
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
消
防

団
員
51
名
、
消
防
車
両
13
台
の
参
加

の
も
と
、
自
然
水
利
を
活
用
し
た
中

継
送
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
併

せ
て
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
火
災
現
場
の
情
報
収
集
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。
火
災
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
町
民
の
安
寧
な
生
活
の
営
み

に
向
け
、消
防
団
員
が
厳
正
な
規
律
・

志
気
及
び
迅
速
な
行
動
・
動
作
で
基

本
に
忠
実
な
操
作
に
よ
り
、
機
械
器

具
へ
の
精
通
を
深
め
ま
し
た
。

産
業
振
興
課

　

営
農
再
開
10
年
と
な
り
ま
し
た
令

和
４
年
産
米
の
収
穫
量
に
つ
い
て

は
、「
平
年
並
み
」
と
な
り
ま
し
た
。

等
級
別
で
は
、
比
較
的
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
、
カ
メ
ム
シ
防
除
の
取
り

組
み
強
化
や
あ
ぜ
道
指
導
会
で
の
中

干
し
指
導
の
徹
底
、
生
産
技
術
の
向

上
に
よ
り
１
等
米
の
比
率
が
95
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
昨
年
と
比
較

し
て
大
幅
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

米
の
放
射
性
物
質
検
査
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
４
年
産
米
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
全
量
全
袋
検
査
か
ら
町
内

全
域
よ
り
３
点
を
抽
出
し
検
査
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に
移
行
さ
れ
ま

し
た
。
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
測
定
基
準
値
以
下
と
な
り
、
安

心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
、
広
野
町
役
場
前
に
お

い
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
納

税
者
に
対
す
る
返
礼
品
と
し
て
特
別

栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
発
送
式
を
執

り
行
い
、
寄
附
金
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
全
国
１
７
４
名
の
納
税
者
の
皆

さ
ま
向
け
て
第
一
便
を
発
送
し
ま
し

た
。
12
月
１
日
現
在
、
全
国
31
都
道

府
県
か
ら
４
５
１
件
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
お
り
、来
年
２
月
ま
で
、

納
税
者
の
方
に
向
け
て
発
送
い
た
し

ま
す
。

　

11
月
５
日
、
広
野
町
公
民
館
駐
車

場
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
講
じ
な

が
ら
、
ひ
ろ
の
秋
祭
り
の
一
環
と
し

て
、
農
業
団
体
、
商
業
団
体
な
ど
の

こども園生活発表会
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ご
協
力
に
よ
り
収
穫
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
約
６
０
０
名
の

ご
来
場
に
よ
り
、
飲
食
物
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
販
売
や
地
元
野
菜
の
無
料
配

布
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、
本
町
と
防
災
協
定
を

結
ん
で
い
る
自
治
体
や
職
員
派
遣
を

い
た
だ
い
て
い
る
自
治
体
に
対
し
、

広
野
産
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

新
米
を
送
付
し
て
支
援
の
感
謝
の
意

を
届
け
る
と
と
も
に
復
興
の
姿
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
中

央
体
育
館
に
お
い
て
、
公
設
商
業
施

設
「
ひ
ろ
の
て
ら
す
」
外
２
店
舗
に

よ
る
特
設
大
即
売
会
と
併
せ
て
プ
レ

ミ
ア
ム
付
ひ
ろ
の
商
品
券
販
売
会
を

開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
広
野
町
役
場
会
議
室

に
お
い
て
、
福
島
県
相
双
農
林
事
務

所
主
催
に
よ
り
、
県
営
広
野
地
区
ほ

場
整
備
事
業
に
伴
う
補
完
工
事
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
工
事
の
内
容
や
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
、
町
内
７
地
区
か
ら
参
加
さ
れ
た

49
名
の
地
権
者
等
に
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

中
央
台
み
か
ん
の
丘
に
お
い
て
、

12
月
５
日
、
広
野
町
児
童
館
の
児
童

27
名
、
12
月
９
日
、
広
野
こ
ど
も
園

児
54
名
に
よ
る
「
み
か
ん
狩
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
冬
で
も
温
暖
な
本

町
の
気
候
か
ら
採
れ
る
み
か
ん
を
子

ど
も
達
は
ふ
る
さ
と
の
味
と
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
飯
館
村
の
養
鶏
場
に

お
い
て
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
確
認
さ
れ
、
福
島
県
相
双
農
林

事
務
所
管
内
に
お
け
る
特
定
家
畜
伝

染
病
発
生
時
の
職
員
動
員
計
画
に
基

づ
き
、
殺
処
分
等
防
疫
措
置
を
実
施

す
る
た
め
本
町
職
員
へ
の
動
員
要
請

が
あ
り
、
同
日
午
後
４
時
か
ら
12
月

９
日
午
後
４
時
ま
で
24
時
間
体
制
で

延
べ
18
名
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

建　
設　
課

　

町
道
北
釜
・
大
谷
地
原
線
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
権
利
者
の
方
々
に

事
業
内
容
を
説
明
し
、
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
、
測
量
の
立
ち
入
り
許

可
を
得
て
用
地
測
量
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
境
界
仮
杭
を
設
置
し
権
利

者
と
の
境
界
立
ち
合
い
を
実
施
し
、

事
業
用
地
を
確
定
す
る
予
定
で
す
。

確
定
し
た
事
業
用
地
に
つ
い
て
は
順

次
用
地
交
渉
を
進
め
用
地
の
取
得
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
路
線
は
改
良
工
事
の
際
に

は
、
一
部
下
水
道
管
路
の
移
設
が
必

要
と
な
る
た
め
、
移
設
の
た
め
の
測

量
設
計
業
務
を
同
時
進
行
で
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

町
道
萱
平
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
権
利
者
の
方
々
に
事
業
内
容
を

説
明
し
、理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
、

測
量
の
立
ち
入
り
許
可
を
得
て
用
地

測
量
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
境
界

仮
杭
を
設
置
し
権
利
者
と
の
境
界
立

ち
合
い
を
実
施
し
、
事
業
用
地
を
確

定
す
る
予
定
で
す
。
次
年
度
以
降
、

権
利
者
に
対
し
事
業
の
必
要
性
を
重

ね
て
説
明
し
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
な
が
ら
用
地
交
渉
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
一
部
多
相
続
の
土
地

が
あ
り
用
地
交
渉
の
難
航
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い
用

地
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
道
田
戸
作
線
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
工
事
個
所
の
通
行
止
め
に
関

す
る
双
葉
警
察
署
と
の
協
議
、
地
域

住
民
へ
の
周
知
が
完
了
し
、
12
月
５

日
現
地
に
お
い
て
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
綿
密
な
工
程
管
理
の
下
、
年

度
内
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

県
管
理
河
川
で
あ
る
浅
見
川
の
河

川
改
良
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
一

部
事
業
用
地
が
取
得
で
き
ず
、
未
施

工
の
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
用
地

の
取
得
が
相
整
い
、
速
や
か
に
工
事

を
進
め
、
計
画
し
て
い
た
全
延
長

２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
護
岸
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

　

10
月
15
日
、
広
野
小
学
校
に
お
い

て
学
習
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

と
し
て
、
換
気
の
徹
底
、
各
学
年
の

発
表
終
了
後
ご
と
に
保
護
者
の
入
れ

替
え
を
実
施
し
、「
元
気
い
っ
ぱ
い　

全
力
発
表　

未
来
に　

舞
台
に　

は

ば
た
こ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
練
習

し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
広
野
中
学
校
に
お
い

て
広こ

う
け
い
さ
い

蛍
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
演
目

の
間
に
換
気
を
行
い
な
が
ら
、
テ
ー

マ
「
彩
（
カ
ラ
フ
ル
）」
の
下
、
合

唱
披
露
や
寸
劇
を
交
え
た
総
合
的
な

学
習
の
発
表
、全
校
生
徒
に
よ
る「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
の
集
団
演
舞
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
か
ら
16
日
の
１
泊
２
日

の
日
程
で
、
異
文
化
交
流
体
験
事
業

と
し
て
、広
野
小
学
校
５
年
生
23
名
、

広
野
中
学
校
１
年
生
50
名
が
、
天
栄

村
に
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

に
お
い
て
、
英
語
の
み
を
使
っ
た
質

問
ゲ
ー
ム
や
日
常
会
話
で
使
用
す
る

英
語
表
現
を
用
い
た
英
会
話
な
ど
を

通
じ
て
、「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
い
ら
な

い
英
国
生
活
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
ふ
る
さ
と
創
造
学
サ

ミ
ッ
ト
が
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
「
学
び
の
森
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」

は
、
双
葉
郡
８
つ
の
町
村
が
と
も
に

取
り
組
む
、
地
域
の
「
ひ
と
」、「
も

の
」、「
こ
と
」
を
題
材
に
し
た
探
究

学
習
で
あ
り
、
広
野
小
学
校
４
年
生

は
、「
広
野
町
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
調
べ
学
習
を
実
施
し
、

広
野
中
学
校
１
年
生
は
、「
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
実

演
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
、
広
野
中
学
校
２

年
生
は
、「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
伝

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
実
際
に
職
場
体

験
を
実
施
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
職

場
の
魅
力
を
伝
え
、
広
野
中
学
校
３

ふるさと納税返礼品出発式

中学生ルーツプロジェクト報告会
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年
生
は
、「
ふ
る
さ
と
を
創
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
移
住
し
て
き
た
方
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
、
ラ
ジ
オ

番
組
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

　

10
月
２
日
、
集
団
対
抗
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
二
ツ
沼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
お
い
て
、
各
行
政
区
長
の
ご
協

力
の
も
と
85
名
の
参
加
に
よ
り
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
果

は
、
第
７
集
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
、
第
９
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
相

馬
市
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
湯
川
村
と
対
戦
し
、

１
対
16
で
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
22
日
、
広
野
町
青
少
年
健
全

育
成
町
民
会
議
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
と
し
て
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
を
開

催
し
、
小
学
２
年
生
か
ら
高
校
２
年

生
ま
で
の
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
づ
く
り

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力

と
自
然
と
の
調
和
の
心
を
養
う
と
と

も
に
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
意

欲
を
育
み
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
ひ

ろ
の
秋
祭
り
「
文
化
展
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
を
始
め
、

各
種
団
体
か
ら
多
く
の
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、呈
茶
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
は
、広
野
町
文
化
協
会「
茶

道
み
ど
り
会
」
の
協
力
の
も
と
、
町

内
外
か
ら
９
０
０
名
の
ご
来
場
に
よ

り
、
お
い
し
い
和
菓
子
と
抹
茶
が
振

る
舞
わ
れ
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
第
25
回
広
野
町
生
涯

学
習
発
表
会
を
中
央
体
育
館
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
文
化
展
と

同
時
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
う
な
か
、
出
演
し
た
８
団
体
が
日

頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま

し
た
。

　

11
月
12
日
、
広
野
町
青
少
年
健
全

育
成
町
民
会
議
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
と
し
て
「
手
作
り
ア
ロ
マ
グ
ッ

ズ
教
室
」
を
開
催
し
、
小
学
２
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
植
物
の
恵
み
で
あ
る

精
油
の
香
り
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
香
り
漂
う
石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
作
り
を
通
し
て
「
嗅
覚
」
に

意
識
を
向
け
、
豊
か
な
感
性
や
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
第
34
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
（
ふ
く

し
ま
駅
伝
）
が
、
白
河
市
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

福
島
県
庁
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る

16
区
間
、
95
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
厳
し

い
練
習
を
し
て
き
た
選
手
の
頑
張
り

に
よ
り
全
員
が
無
事
完
走
し
、
総
合

成
績
に
お
い
て
は
52
チ
ー
ム
中
、
21

位
、
町
の
部
に
お
い
て
は
27
チ
ー
ム

中
、
７
位
と
な
り
、
町
の
部
に
お
い

て
４
年
連
続
、
５
度
目
の
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
広
野

町
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の
未
来
館
の

企
画
展
と
し
て
「
ひ
ろ
の
恐
竜
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
に
広

野
町
に
あ
る
恐
竜
化
石
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
群
馬
県

神
流
町
恐
竜
セ
ン
タ
ー
や
有
限
会
社

ゴ
ビ
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
、
相
馬
中

村
層
群
研
究
会
の
協
力
を
得
て
、
子

ど
も
た
ち
に
恐
竜
化
石
の
勉
強
を
し

た
り
、
発
掘
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
連
日
、
家
族
連
れ
な
ど

１
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

12
月
11
日
、Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
が
開
催
さ

れ
、福
島
県
を
訪
問
し
た
秋あ

き

葉ば

賢け
ん

也や

復
興
大
臣
を
は
じ
め
、県
内
外
か
ら

参
加
し
た
約
１
，６
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
、津
波
の
被
害
か
ら
復
旧
し

た
沿
岸
部
を
駆
け
抜
け
、福
島
の
復

興
の
歩
み
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

は
、震
災
後
の
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る「
復
興
マ
ラ

ソ
ン
」と
し
て
誕
生
し
、今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
し
た
が
、沿
道
で
は
多

く
の
町
民
が
ラ
ン
ナ
ー
に
拍
手
や
声

援
を
送
り
ま
し
た
。ま
た
、ゴ
ー
ル
後

は
広
野
町
が
用
意
し
た
振
る
舞
い
料

理
の
豚
汁
を
食
べ
、冷
え
た
体
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

令和4年第4回広野町議会定例会議案
議　案
第71号

広野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例

議　案
第72号

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例

議　案
第73号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第74号

地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について

議　案
第75号 令和４年度広野町一般会計補正予算（第６号）

議　案
第76号

令和４年度広野町国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）

議　案
第77号

令和４年度広野町土地開発事業特別会計補正予
算（第２号）

議　案
第78号

令和４年度広野町公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号）

議　案
第79号

令和４年度広野町農業集落排水事業特別会計補
正予算（第２号）

議　案
第80号

令和４年度広野町介護保険特別会計補正予算
（第３号）

議　案
第81号

令和４年度広野町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） 集団対抗パークゴルフ大会で優勝した

第７集団のみなさん

ひろの恐竜展
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電力・ガス・食料品など価格高騰
緊急支援給付金について

　電力・ガス・食料品などの価格高騰の影響をふまえた経済的臨時措置として、住民税非課税
世帯などに対し、一世帯あたり５万円を支給します。

■対象世帯
（１）住民税非課税世帯
　�　令和４年９月30日時点で広野町に住民登録があり、かつ、世帯全員の令和４年度分の住
民税均等割が非課税である世帯。

（２）家計急変世帯
　�　令和４年９月30日時点で広野町に住民登録があり、かつ、予期せず令和４年１月以降の
収入が減少し、住民税非課税世帯相当の収入となった世帯。
　（定年退職や自己都合退職など、予期できる収入の減少は対象となりません。）

住民税均等割が非課税となる収入などのめやす
扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額 非課税相当所得限度額

単身または扶養親族がいない場合 930,000円 380,000円
配偶者・扶養親族（１名）を扶養している場合 1,378,000円 828,000円
配偶者・扶養親族（２名）を扶養している場合 1,680,000円 1,108,000円
配偶者・扶養親族（３名）を扶養している場合 2,097,000円 1,388,000円
配偶者・扶養親族（４名）を扶養している場合 2,497,000円 1,668,000円
障がい者、未成年者、寡婦、ひとり親の場合 2,043,000円 1,350,000円

■支給額
　一世帯あたり５万円（住民税非課税世帯、家計急変世帯問わず受給は一世帯につき１回限り）

■受付期間
　令和５年１月31日（火）まで

■手続方法
（１）住民税非課税世帯
　�　令和４年度住民税非課税世帯の方及び給付金に該当する可能性のある方（未申告の方が
いらっしゃる世帯、令和４年１月２日以降の転入世帯など）へ手続きに係る書類を送付し
ております。手続きの方法につきましては、同封の案内をご覧ください。
　�　また、給付金の対象と思われるが書類が届かない場合は、広野町健康福祉課（☎0240ｰ
27ｰ2113）までお問い合わせください。

（２）家計急変世帯
　�　家計急変世帯に該当する方は、広野町健康福祉課（☎0240-27-2113）までお問い合
わせください。手続きに係る書類を送付させていただきます。

問 �広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113
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町･県民税の申告
　広野町役場庁舎での確定申告の受付は、令和５年２月16日（木）から３月15日（水）までと
なりますので、申告に必要な書類をそろえ、期限内に申告するようにしましょう。
　申告をしなければ、所得証明書などの交付ができなくなりますので、収入がない方も忘れず
に申告をしてください。

問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

申告相談会場および受付期間

申告が必要な方

忘れずに申告を

◆申告相談会および受付期間
会場：広野町役場旧庁舎１階　児童図書室
期間：令和５年２月16日（木）～３月15日（水）　※土日を除く
時間：午前の部　午前９時～正午（※受付　午前８時30分～午前11時30分）
　　　午後の部　午後１時～午後４時（※受付　午後１時～午後３時30分）
※�混雑状況によっては、待ち時間も含め時間を要することが予想されますので、
　時間に余裕をもってお越しください。
※確定申告の手続きは、避難先の最寄の税務署でも行うことができます。
◆確定申告の受付に関するお願い
　児童図書室入り口に受付票を用意しております。受付票に来庁時刻、
連絡先等をご記入いただき、受付ボックスに伏せて入れてください。
　・車で来庁された方は、車でお待ちください。
　・車以外で来庁された方は、マスク着用の上、密にならないよう庁舎内でお待ちください。
　・受付時刻の順番に、携帯電話にご連絡いたします。

□�事業所得（営業・農業）、不動産所得、雑所得（公的年金以外）、一時所得などがある方
□�東京電力㈱から「就労不能損害の賠償」、「営業損害（営業・農業・不動産）の賠償」を受けた方
□�給与所得者で、１年間の収入金額が2,000万円を超える方
□�給与所得者で、２か所以上から給与の支払いを受けている方
□�給与所得者で、年の途中で会社を退職し、会社で年末調整を受けなかった方
□�年金所得者で、生命保険料控除や地震保険料控除など、各種控除の適用を受ける方
□�雑損控除、医療費控除、寄附金控除や住宅借入金等特別控除（初年分のみ）などの適用を受ける方
□�土地や建物などの資産を売却したことによる収入のあった方
□�前年分以前からの損失（純損失・雑損失・譲渡損失）の繰越分を翌年分以降に持ち越す場合
※上記以外にも申告が必要になる、もしくは申告することによって所得税が還付になるケースもあります。
　詳しくは、税務課までお問い合わせください。

　申告をしないと以下の手続きなどに必要な「所得証明書」などが交付できなくなりますので、
収入がない方も忘れずに申告をしてください。

※国民健康保険者は、申告をしなければ高額療養費の自己負担限度額が上位所得者とみなされます。
※国保税の軽減該当世帯でも、申告しなければ国保税が軽減されません。（後期高齢者医療制度加入者も同様）

□�公営住宅の入居
□�保育所の入所
□�幼稚園の就園奨励費助成

□�国民年金の免除申請
□�介護保険料の算定
□�扶養の申請

□�奨学資金の申請
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申告の際に必要なもの
①�申告者本人名義の通帳など、還付金の振込先口座が分かるもの（還付申告の場合のみ）
②�所得、控除の計算に必要となる書類（主なものは下の表を参照）

区　　分 必�要�書�類 備　　考

給与所得のある方 給与所得の源泉徴収票 必ず原本を持参してください。
（コピー不可）

公的年金を受給している方 公的年金などの源泉徴収票 必ず原本を持参してください。
（コピー不可）

事業所得（営業・農業）の
ある方 収支計算書など（収入金額や必

要経費の内訳が分かるもの）

東京電力㈱からの「営業損害の賠償」
がある場合は、その明細書も持参し
てください。不動産所得のある方

配当所得、株式の譲渡所得
の申告をする方

上場株式配当などの支払通知書、
特定口座年間取引報告書など －

東京電力㈱からの就労不能
の補償のある方 就労不能明細書など 明細書を紛失した方は、事前に東京

電力㈱から再発行を受けてください。

雑損控除を受ける方 災害などに関連してやむを得な
い支出をした金額に係る領収書 －

医療費控除を受ける方 医療費の領収書 病院別、個人別にまとめて計算して
きてください。

社会保険料控除を受ける方 支払額の証明書または領収書
給与所得者が会社の年末調整で控除
の適用を受けた場合は不要です。生命保険料控除を受ける方

支払額の証明書
地震保険料控除を受ける方

寄附金控除を受ける方 寄附金の受領証�など 寄附した団体から交付を受けたもの。

障害者控除を受ける方 障害者手帳
障害者控除対象者認定書

要支援の要介護認定を受けている方
は、ある一定の要件を満たした場合、
町の健康福祉課で障害者控除対象認
定書の交付を受けるがことできます。

住宅借入金など特別控除を
受ける方（初年分のみ）

・家屋、土地の登記事項証明書
・�請負契約書または売買契約書
の写し
・住民票の写し
・�住宅取得資金に係る借入金の
年末残高証明書

長期優良住宅の特例を適用する場合
は、・長期優良住宅建築など計画の認
定証の写し・住宅用家屋証明書もし
くはその写しまたは認定長期優良住
宅建築証明書が必要です。

純損失、雑損失、譲渡損失
について前年分以前からの
繰越控除がある方

損失を申告した年分以降の申告
書の控え －

※�上の表は、申告の際によくあるケースについて必要書類をまとめたものです。その他の所得、控除に
係る必要書類など、詳細については広野町役場町民税務課までお問い合わせくだい。
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Information　相馬税務署

相馬税務署からのお知らせ
確定申告はとっても便利なスマホからが
おすすめです！
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
を利用すれば、お手持ちのスマートフォン・タブレッ
トなどで、ご自宅から所得税の確定申告ができます。

◎スマホ申告の便利機能
・�青色申告決算書や収支内訳書の
　作成が今年から入力可能に!!
・�給与所得の源泉徴収票をスマホ
　で撮影するだけで自動入力!!

スマホからの送信方法は次の２つの方式があります。

■マイナンバーカード方式
　�マイナンバーカードとマイナンバーカード対応のス
マートフォンを利用して申告！

■ＩＤ・パスワード方式
I�Dとパスワードを取得して申告！
※�I�Dとパスワードの発行を希望される場合は、申告され
るご本人が顔写真付きの本人確認書類をお持ちの上、
お近くの税務署にお越しください。（確定申告期間中に
限らず、随時申請可能です。）
※�ID・パスワード方式は暫定的な対応ですので、お早め
にマイナンバーカードの取得をお願いします。
　なお、従来どおりパソコンから「確定申告書等作
成コーナー」を利用して、申告書を作成・印刷し、
税務署へ郵送などにより提出することもできます。
国税庁ホームページhttps://www.nta.go.jp

令和４年分の所得税などの
確定申告書作成会場について
　令和４年分の所得税（および復興特別所得税）、消
費税（および地方消費税）および贈与税の確定申告期
における申告書作成会場は、次のとおり開設する予定
です。
■開設場所　『相馬市振興ビル６階』
　　　　　　相馬市中村字塚ノ町65ｰ16
■開設期間　令和５年２月13日（月）～３月15日（水）

《土・日・祝日を除く》
■開設時間　午前９時～午後４時
※�申告書作成会場では、原則としてご自身のスマート
フォンやタブレットを操作して確定申告書を作成し
ますので、来場する際は忘れずにお持ちください。
また、マイナンバーカードをお持ちの方はマイナン
バーカード（暗証番号：数字４桁、英数字６~16桁）
も忘れずにお持ちください。
※�申告書作成会場の混雑緩和のため、会場への入場に
は「入場整理券」が必要です。「入場整理券」は、
会場で当日配布しますが、LINEを通じたオンライン
による事前発行も可能です（配付方法の詳細は、別
途国税庁ホームページなどによりお知らせします）。
※�「入場整理券」の配付状況に応じて、後日の来場を
お願いすることもあります。
※�会場の駐車台数には限りがありますので、JR・バ
スなどをご利用ください。
※�税務署内には、申告書作成会場を設置しておりませ
んので、開設期間中は申告書作成会場にお越しくだ
さい。

Information　町民税務課

国民健康保険税は１月31日が納期限です
　国民健康保険税（７期）の納期限などは、次のとお
りです。
■納 期 限　令和５年１月31日（火）
■納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　　⑨コンビニエンスストア
■口座振替日　あぶくま信用金庫
　　　　　　　令和５年１月31日（火）
　　　　　　　その他の金融機関
　　　　　　　令和５年１月27日（金）
　　　　　　　※�口座振替については、振替日前に口

座残高のご確認をお願いします。
問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

確定申告書など
作成コーナー
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Information　健康福祉課

原子力災害被災地域における医療・介護保険料など
減免措置に係る令和５年度以降の取扱いについて
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
福島第一原子力発電所事故に伴う医療・介護保険など
の一部負担金や保険料（税）の免除措置について、一
定以上所得者を除き継続されております。
　減免措置の見直しについては、令和３年３月９日に
閣議決定された「「第２期復興・創生期間」以降にお
ける東日本大震災からの復興の基本方針」において、
「被保険者間の公平性などの観点から、避難指示解除
の状況も踏まえ、適切な周知期間を設けつつ、激変緩
和措置を講じながら、適切に見直しを行う」こととさ
れております。
　この閣議決定を踏まえた国からの令和４年４月８日
付け通知に基づき、令和５年度以降の取扱いは右記の
とおりとなります。

■�平成23年３月11日時点で広野町に住民票があった
方（または世帯）（※）
※平成26年度までに避難指示などが解除された地域
・�国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の保険料（税）
　　　令和４年度まで・・・全額減免
　　　令和５年度　　・・・１／２減免
　　　令和６年度以降・・・減免終了
・�国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の一部負
担金（利用者負担）
　　令和７年２月末まで　・・・免除継続
　　令和７年３月１日以降・・・免除終了
　�　平成23年３月11日時点で平成27年度以降に避
難指示などが解除された地域に住民票があった方
は、減免措置の終了時期が上記以降となります。詳
しくは、平成23年３月11日時点で住民票のあった
自治体へお問合せください。
問 �広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　双葉地方水道企業団

広野町内の小山浄水場系給水区域の拡大について
　広野町内の給水区域につきましては、小滝平浄水場
(浅見川)と小山浄水場(木戸川)の２箇所から給水する
計画をしており、平成28年に広野工業団地および二
ツ沼地区の一部を小山浄水場からの給水に切替をした
ところです。
　今回は、右記の着色範囲（１回目・２回目）まで給
水区域を拡大し、小滝平浄水場の浄水能力に余力を持
たせることにより、広野町の皆様へ安心、安全な水道
水を安定的に供給したいと計画しております。
　対象区域の皆様には、ご理解とご協力をお願いしま
す。
■�切替期間　令和４年12月１日～令和５年１月31日
の間、数回にわたって切替予定（断水はありません）

問 �双葉地方水道企業団　施設課配水係
☎0240ｰ25ｰ5341
開庁時間�午前８時30分～午後５時15分（平日）
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Information　こども家庭課

広野町結婚新生活支援事業補助金の申請はお済みですか？
　広野町では、夫婦として新生活をスタートさせようと
する世帯を対象に、結婚に伴う新生活のスタートアップ
にかかる費用を支援の支援を行っております。
■対象世帯
　次の①～④の要件をすべて満たす世帯が対象となり
ます。
①�令和４年１月１日から令和５年３月31日までに入
籍した世帯

②�ご夫婦の双方または一方が広野町に住民登録をし
ている世帯
③�ご夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下の世
帯
④ご夫婦の所得を合わせて400万円未満

■対象費用
　令和４年４月１日から令和５年３月31日までにお支
払いした次の①～④の費用が対象です。
①新居の購入費
②新居の家賃、敷金・礼金、共益費、仲介手数料
③新居のリフォーム費用
④引っ越し業者や運送業者に支払った引っ越し費用

■補助金額
　対象費用①～④を合わせて１世帯あたり上限30万円
■申請期限
　令和５年３月31日（金）まで
　詳細につきましては、広野町ホームページをご確認
いただくか、こども家庭課にお問い合わせください。
問 �広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115

Information　福島県　保健福祉部社会福祉課

戦没者などのご遺族の皆さまへ
　今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊
い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔慰の意を表す
ため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金が支給されます。
■支給対象者
　令和２年４月１日において、「恩給法による公務扶助
料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等
を受ける方（戦没者等の妻や父母）がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。
■戦没者等の死亡当時のご遺族で
１�　�令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援
護法による弔慰金の受給権を取得した方

２　戦没者等の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　�　�（戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等
の要件を満たしているかどうかにより、順番が入
れ替わります。）

４　�上記１～３以外の戦没者等の三親等内の親族
　　�（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計
関係を有していた方に限ります。）

■支給内容
　額面25万円、５年償還の記名国債
■請求期間
　令和５年３月31日まで
　※�この期間を過ぎると請求できなくなりますので、
ご注意ください。

■留意事項
　特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取る
ものです。ご遺族間の調整は、記名国債を受け取った
方が責任を持って行うことになります。
■請求窓口
　広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

問 �福島県　保健福祉部社会福祉課
☎024ｰ521ｰ7923

広野町ホームページで情報を
いち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの
話題」、「イベント」などの情報をいち
早くお伝えしています。ぜひご確認く
ださい。

「広野町」を検索

ひろのどこでもe-Booksを
ご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」
や「広野町ガイドブック」、「議会だよ
り」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることが
できます。

「ひろのどこでも
e-Books」を検索
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Information　デジサポ福島

テレビに関する支援について
　地上デジタル放送の映りが悪くてお困りの方は、「デ
ジサポ福島」の支援を受けることができます。
　支援の対象となった場合、費用の負担はありません。
　お気軽に相談受付ダイヤルまでご連絡ください。
■相談事例
　・テレビが映らない、映りが悪い。
　・�特定の放送局が映らない、季節によってテレビの
映りが悪くなる。

■支援事例
　・アンテナやケーブル、ブースターなどの点検
　・�難視聴地区における個別アンテナ新設工事・共同
アンテナの新設・加入工事

　・�アナログ放送用の受信設備（アンテナなど）を地
デジ用に交換改修工事

　　※�地デジ用アンテナ設備の破損や経年劣化による
受信不良は対象になりません。

■支援条件
　・�東日本大震災時に原子力災害被災地域にお住まい
になり、帰還された方（町が発行する被災証明・
罹災証明などをお持ちの方）

　・�ＮＨＫ放送受信契約者、または今後受信契約を結
ばれる方

　　�※ＢＳ・ＣＳ放送は対象になりません。
■相談受付・支援申込先
デジサポ福島
(総務省�福島原発避難区域テレビ受信者支援センター)
☎0570ｰ007ｰ401
　(IP電話からは☎024ｰ525ｰ8220)
受付時間　午前９時～午後６時
　　　　　(土日祝日・年末年始休日を除く)
〒960-8031�福島市栄町６-６�ユニックスビル10階
Webサイト�https://www.digisuppo-fukushima.jp/

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
【求職者向け】ふくしまで働こう＠オンライン企業説明会
■お仕事を探している人集合！
福島県の企業36社が集結！　オンラインによる企業
説明会を開催します。
仕事の内容、職場環境など求人票ではわからないこと
が聞けます。
専門の相談員によるお仕事相談もできます。
■移住に興味のある方、どうぞ！
福島へ帰還を考えている、移住はどうかな～と思って
いる方必見です。
11団体が出展！
補助金や支援制度、地域の情報など盛りだくさん。
情報収集やきっかけづくりに参加してみませんか。
Zoom初心者も、スマホやパソコンで、簡単に参加
可能！
■日　　時　１月20日（金）午後１時30分～午後４時
■参加方法　オンライン（Zoom使用）
■内　　容　企業説明会、お仕事相談、移住支援など
■締　　切　１月15日（日）
電話またはホームページから申込でき
ます。
※詳細はホームページをご覧ください。

就職相談
「自分に合う仕事ってなんだろう」「就職活動って何から
始めたらいいの？」「どうしたら採用されるかな？」「自
分のアピールポイントを見つけたい！」
こんなお悩みを相談員とひとつひとつ解決していきま
せんか。
就職への一歩を一緒に踏み出しましょう！あなたの『働
きたい』をサポートします！
■電　　話　フリーダイヤル　☎0120ｰ810ｰ650
■受付時間
　平日午前９時～正午、午後１時～午後４時30分
■メ ー ル　�ホームページ
　�（https://fkkoyou.net/）の専用
　フォームから24時間受付中
■窓　　口　※予約制
　（フリーダイヤルにお問合せください）

はたらっこ働きたいネット �検索

問 �福島広域雇用促進支援協議会�広野窓口
（広野町役場産業振興課内）
☎0240ｰ23ｰ5586
0240ｰ23ｰ5587
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エネルギー　180kcal ／塩分　2.0ｇ

● 材料（４人分）
牛小間切れ肉…150g
里芋…３個（150g）
ごぼう…１/３本（50g）
長ねぎ…１/２本（50g）
こんにゃく
　　　…１/２枚（100g）
しょうゆ…大さじ２　　　　  
砂糖…小さじ２

【A】
水…800㎖
酒…大さじ２
和風だしの素…小さじ２

● 材料（４人分）
インスタントコーヒー

…小さじ２（４g）
水…250㎖
砂糖…大さじ３
ミルク…お好みで
湯（80～90℃）…大さじ４

【A】
粉ゼラチン…10g
水…大さじ２

● 作り方
①里芋は皮を剥き、食べやすい大きさに切る。
②ごぼうは包丁の背等で表面をこそげて、斜め

薄切りにする。
 　水につけてあく抜きをしておく。
③こんにゃくは手でちぎり、長ねぎは斜め切り

にする。
④鍋にA、里芋、ごぼう、こんにゃくを入れて、

里芋に火が通るまで 煮る（水が無くなって
きたら足してください）

⑤食べやすい大きさに切った牛肉加え、あくを
取り、しょう油、砂糖を加えて５分程煮る。最
後に長ねぎを入れ、ひと煮立させる。

※注意：吹きこぼれには注意ください。

● 作り方
①ボールにインスタントコーヒーと水を

入れ、混ぜる。
②別のボールにAを入れてよく混ぜる。湯・

砂糖を加えてさらに混ぜ、
 ゼラチンをしっかりと溶かす。
③②に①を加え混ぜたら、カップ等に小分

けして冷蔵庫で30分～40分冷やす。

寒いときほど美味しくいただける山形県郷土料理ですひとこと

インスタントコーヒーは水に溶けやすいものを使用
顆粒のインスタントコーヒーを溶かすには、湯大さじ１で

溶かし分量の水を大さじ１を引いた分量を入れる

ひとこと エネルギー　37kcal ／塩分　0.0ｇ

食改さん食改さんののおすすめレシピおすすめレシピ vol.10
山形芋煮

コーヒーゼリー

毎月17日は「減塩の日」
毎月19日は「食育の日」

インフルエンザ予防接種はお済ですか？
　今年度、町では接種日当日に広野町に住民登録
がある方のインフルエンザ予防接種費用の全額を
公費負担しています。
　費用助成に該当する接種期間は令和５年１月31
日（火）までとなります。

■申請窓口・お問い合わせ先
　①中学３年生まで：
　　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115
　②高校１年生相当以上：
　　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040



保健だより
health information

23 2023.1 2023.1 広報ひろの 広報ひろの 

アルコール家族教室　ご家族のお酒の問題で悩んでいませんか？

　家族教室では、アルコールに関する問題を抱える
ご家族の方が、その対応方法を学び、同じ悩みを持
つご家族と日頃の悩みや心配ごとを話し合うことが
できます。
　おひとりで悩まず、ぜひご参加ください。

■月日　令和５年１月24日（火）
■時間　午後１時30分～午後３時30分
■内容　学習など・家族交流
■場所　ふくしま心のケアセンターふたば出張所
　　　　�（双葉郡富岡町大字小浜字中央272　稲元

テナントビル２号室）

■対象　アルコールの関連問題を抱えているご家族
■費用　無料
※人数制限がありますのでご承知おきください。

■問い合わせ・お申し込み先
福島県相双保健福祉事務所
（南相馬市原町区錦町１丁目30番地）
保健福祉課　障がい者支援チーム　
☎0244ｰ26ｰ1133
初めての方は事前に個別面談をさせていただき
ます。
面接場所は、調整可能ですのでご相談ください。

♥ 心の相談会 ♥
　様々な心の問題についてお困りの
方、またその家族の方を対象に、臨
床心理士による「心の相談会」を実
施しています。自分ひとりで悩まず、
お気軽にご相談ください。
　２日前までにご予約ください。
日時：令和５年1月18日（水）、
　　　1月27日（金）、2月15日（水）
　　　午前10時～正午
場所：広野町　保健センター
問 ☎0240ｰ27ｰ3040

休日などの診療医療機関
施 設 名 高�野�病�院 馬�場�医�院
所 在 地 下北迫字東町214 下浅見川字広長100ｰ6
電話番号 ☎0240ｰ27ｰ2901 ☎0240ｰ27ｰ2231

診 療 日
1/1（日）、1/3（火）、
1/9（月）、1/22（日）、

2/5（日）
1/2（月）、1/8（日）、
1/15（日）、1/29（日）

診察時間 午前９時～午後３時 午前９時～午後３時
※変更となる場合がありますので、事前に当番医療機関へお問い合わせください。

町民の皆さまを対象に、内部被ばく検査を実施しています。
検査を希望される場合は、ご予約が必要です。
事前に保健センターへお申込みください。

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

内部被ばく検査
のご案内



保健センタートレーニングルーム利用のご案内
●時　間　月～金曜日　午前９時～午後５時（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　火曜日と木曜日のみ、午後８時まで利用可
●対　象　広野町民　　●料　金　無料
●持ち物　室内運動靴、タオル、飲み物（保健センター内に自動販売機はありません）
●注　意　�新型コロナ感染症対策のため、利用人数を制限させていただくことがあります。
　　　　　雨天の場合は事前に電話でご確認ください。
　　　　　なお、新型コロナウイルスの感染状況によっては利用を中止する場合があります。
問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

うちトレ
おうち

でトレ
ーニン

グ
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　みなさんこんにちは(^^♪　今回は脇腹のストレッチ・トレーニングのご紹介です。このトレーニン
グでは、お腹周りの引き締めや腰痛改善はもちろん、便通がよくなるなどの効果も期待されます！地
味ですが意外ときついです！ぜひやってみましょう!!

腹筋・脇腹の
ストレッチ・トレーニング編

写真３

写真２

写真１

写真４

①脇腹のストレッチ
【やり方】
１．写真１のようにタオルを肩幅よりやや広めに持ち、上にあげます。
２．写真２のように正面を向いたまま上体を横に倒します。
３．そのまま10秒キープします。
４．反対側も同様に行います。
【ポイント】
・上体を倒す際は真横に倒しましょう。
※左右数回無理のない範囲で行いましょう。

②腹筋・脇腹のトレーニング
【やり方】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．写真３のように膝を立てた状態で仰向けになり、上体を少し浮か
せます。

２．写真４のように上体を左に屈曲させ、左手で左の足首をさわりま
す。

３．元の体勢に戻り、逆側も同じように行います。
４．左右交互に繰り返します。
【ポイント】
・上体は少し浮かせた状態をキープしましょう。
・足首に触るのが難しい方は、可能な範囲で手を伸ばしましょう。
※１セット10回程度で行い、慣れてきたらセット数を増やしていき
ましょう。



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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寄贈本について
　今回（令和４年11月１日～11月30日）は
４名の方に寄贈頂きました。
登録28冊/リサイクル６冊・合計34冊
ありがとうございました。

本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本のリクエストを受け付
けております。
　また、ご家庭で不要となった本をリサイクル図書
等として活用しております。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。
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世
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1
月
17
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は

『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
』

新着図書紹介
・ボタニカ／朝井まかて
・おいしいごはんが食べられますように／高瀬隼子
・老害の壁／和田秀樹
・栞と嘘の季節／米澤穂信
・教誨／柚月裕子
・ルルとララのティラミス／あんびるやすこ
・せかいいちのモンスター／新井洋行
・おせちのみんなあつまって！／真珠まりこ
・ノラネコぐんだんうみのたび／工藤ノリコ
・10歳から考える「好き」を強みにする生き方／宝槻泰伸

他　17冊

１月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
問 �広野町俳句会　☎090ｰ7063ｰ1676

My First-hand Experience on Japanese Culture: Values and Philosphies
　Japanese culture is unique and fascinating. The distinctive and varied 
culture of Japan is marked by a rich of long-standing customs. It is 
constantly changing and affecting both national and global society, 
particularly in the areas of subculture, gastronomy, fashion, and 
technology. My 4-month stay here is mesmerizing and fun so far. I am 
gradually learning to fully grap and understand Japanese culture first 
hand. And this makes my experience here more enjoyable and exciting as 
it also helps me learn the language a little bit faster too.
　Harmony, or 和 (wa), is one of the most important Japanese values. 
This is an essential values shared by Japanese as a whole regardless 
of socioeconomic and ethnic background. I admire how they place 
importance on the harmonious balance and peace in a society. It's like 
everyone chooses not to pursue one's personal desires as it would break 
the balance of harmony and create disorder. I begin to realize that lliving 
harmoniously is not only the key to a happy life, but also the first step to 
attaining inner peace.
　Japanese people are generally polite and kind to others, and they try 
to avoid causing conflict. I am always amazed by the respect they show 
to me and to other people. And whenever I need help, they always 
display willingness and warmth. There were many times that I asked for 
assistance like asking for directions and I always received help with a 
smile. I find it very uplifting especially for a foreigner like me.
　 I am very blessed to be given a chance to live and work here in Japan. 
As I strongly believe that all things should be treated with respect, my 
philosphy in life simply resonates effortlessly in my new environment. I feel 
that my wish has come true: I always wanted to live in a society where 
there is harmony, respect, kindness, and politeness. And now I do!  I could 
not believe it can be possible. Japan is simply worth emulating.

私の日本文化体験：
価値観と哲学
　日本の文化は独特で魅力的です。日本の独特で多様
な文化は、古くからの豊かな習慣によって特徴付けられ
ます。特にサブカルチャー、食文化、ファッション、科学技
術の分野では、常に変化し、国内外の社会に影響を与え
ています。日本に滞在して４か月経過しますが、魅惑的で
楽しいです。少しずつに日本の文化を直接体験し、学ん
でいます。このことを通して、言語の習得も少し早くなる
ので、この経験がより一層楽しいです。
　ハーモニー（調和）・和（わ）は、最も重要な日本人の価値
観の1つです。これは、社会的・経済的な背景や民族的背
景に関係なく、日本人全体が共有する本質的な価値観で
す。社会の調和と平和を重視している姿に感心していま
す。調和のバランスを崩すと、無秩序を生み出してしまう
ので、誰もが自分の個人的な欲望を追求しないことを選
択しているようです。調和のとれた生活をすることは、幸
せな生活への鍵であるだけでなく、自分自身の平和を達
成するための第一歩でもあることに気づき始めました。
　日本人は一般的に礼儀正しく、他人に親切で、争いを
避けようとします。皆さんが私や他の人々に示す敬意に
はいつも驚かされます。私が助けを必要とするときはい
つでも、皆さんはいつも意欲的に温かさを示してくれま
す。これまで、道を尋ね、助けを求めることが何度もあり
ましたが、いつも笑顔で助けてくれました。特に私のよう
な外国人にとっては、非常に励みになるのです。
　ここ日本で生活し、働く機会を与えられたことを大変嬉
しく思います。すべてのことに敬意を表されるべきだと
強く信じているので、私の人生哲学は新しい環境でも簡
単に共鳴し、その環境になじもうとします。私はこれまで
ずっと、調和、尊敬、親切、そして礼儀正しさがある社会で
暮らしたいと思っていました。そして今、ついにその願い
が叶いました！可能であるとは信じられませんでした。日
本は真似されるほどの価値のある国だと思います。



27 2023.1 2023.1 広報ひろの 広報ひろの 

広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第42弾

　　　　　　　　花いっぱい運動を開催しました
　11/11（金）協力企業の助けを借りて南駐車場付近とふるさと広野館駐
車場周辺に花を植えました。
　６月は町民の皆さんのお力を借りての作業でしたが、今回は少人数での作
業です。実際、植えるよりもその前の準備が一苦労なんですよね。それでも
可愛い花を植えることが出来ました。公園にお越しの際は愛でてください。

下郷町からの視察と竹谷復興副大臣の視察がありました
　花いっぱい運動と同日の11/11（金）南
会津郡下郷町の物産館出荷組合の方々がトロ
ピカルフルーツミュージアムへ視察にいらっ
しゃいました。みなさん真剣な眼差しで社長
の説明に聞き入っていました。下郷町はもう
雪が降っている頃でしょう。交通事故に気を
つけて、また皆さんとお目にかかりたいです。
　11/29（火）には竹谷とし子復興副大臣が視
察にいらっしゃいました。短い時間でしたが、竹谷副大臣も社長の説明をしっかり聴いてくださっていました。

パークゴルフ場オープン記念大会とチーム対抗戦大会を開催しました
　11/６(日)には二ツ沼総合公園パークゴルフ場オープン記念大会を、11/20(日)には二ツ沼総合公園杯
チーム対抗戦大会を開催しました。
　オープン記念大会では、女性の部で西野ツマさんが頑張り、見事３位入賞を果たしました。
　チーム対抗戦は４人１組でチームを結成し、メンバーには１名以上の女性が入ることがルールです。みな
さん毎回様々なチーム名でエントリーしていただきます。今回の優勝は「チームなのはな」でした。

公式サイト 公式インスタオープン記念大会入賞者

物産館出荷組合のみなさん

チーム対抗戦入賞者

竹谷とし子復興副大臣

　広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。12月
３日（土）・４日（日）とふくしま12市町村移住支援センターが主
催する広野町、楢葉町をめぐる移住体験ツアーが行われました。私
は移住相談員として同行し参加者に広野町の生活環境や移住に関す
る相談に対応しました。広野町では農業法人「有限会社フロンティ
アひろの」や多世代交流スペース「ぷらっとあっと」、ふたば未来
学園内の「認定NPO法人カタリバ」を訪問し関係者と交流を深め
ました。２日目の朝は「ひろの未来館」で朝日を浴びながらヨガ体
験も行い充実した２日間でした。首都圏から11名が参加し広野町
はじめ浜通りエリアへの移住に興味を示されていました。中には就
農に興味を持たれている方もいました。広野町でも就農希望者が就
農体験できる環境を整えることができないか、町内の農業関係者と
連携して検討していきたいと思います。

広野暮らし相談窓口 “りんくひろの”レポート

広野町、楢葉町をめぐる移住体験ツアーを開催

ぷらっとあっとぷらっとあっと

フロンティアひろのフロンティアひろの
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消防署からのお知らせ

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は�「ごみと資源の分け方・出し方」�を確認し、�
指定ごみ袋に分別して、�収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

2 月February

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

広野町内ごみ収集カレンダー

火災、救急、救助、
迷ったときも119番

富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119
楢葉分署 ☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所 ☎0240ｰ38ｰ2119

災害情報専用
テレフォンサービス 
☎0240ｰ26ｰ0366

日 土月 火 水 木 金

10

1 2

8 9

15

22

29

3 4 5 6

11 12 13

16 17 18 19 20

23 24 25 26 27

30 31

7

14

21

28

1 月January

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

入浴は温度差に気をつけて
ヒートショックを予防しよう！

入浴時の７つの対策ポイント 普段の生活をセルフチェック
□ メタボ、肥満、糖尿病、高血圧、高脂

血症、心臓・肺や気管が悪い等と言わ
れた事がある

□自宅の浴室に暖房設備がない
□自宅の脱衣室に暖房設備がない
□一番風呂に入ることが多い方だ
□42度以上の熱い風呂が大好きだ
□飲酒後に入浴することがある
□ 浴室に入る前のかけ湯をしない、
　または簡単にすませる
□ シャワーやかけ湯は肩や体の中心から

かける
□入浴前に水やお茶など水分をとらない
□ 一人暮らしである、または家族に何も

言わずに風呂に入る

５個以上当てはまる方は、「ヒートショック
予備軍」です。生活改善で予防しましょう！

「STOP！ヒートショック」の
ホームページはこちら➡

「もしも」のとき、助けることができるのはそばにいるあなたです。
消防署では心

しんぱい
肺蘇

そ せ い ほ う
生法や、のどに物がつまったときに取る「気

き ど う
道異

い ぶ つ
物除

じょきょほう
去法」。

出血を止める「止
し け つ ほ う

血法」等の応急手当を学ぶことができます。
「もしも」親、こども、友人が応急手当の必要な状況になったとき、
助けることができるのはあなたです。「もしも」のときの応急手当、
学んでみませんか。お気軽にお問い合わせください。

政府広報オンライン➡
「いざというときのために」

応急手当e-ラーニング➡
「応急手当の基礎知識」が

動画で学ぶことができます。
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水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和５年１月 令和５年２月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 3日･16日～22日 6日～12日･27日・28日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 1日･4日～8日･23日～29日 13日～19日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 2日･9日～15日･30日・31日 1日～5日･20日～26日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
水道企業団からのお知らせ

　双葉地方水道企業団では、安心して水道水をお使いいただくために、ご家庭の蛇口
から出る水道水の放射性物質検査を実施しています。
　申込期間は、令和４年６月１日（水）～令和５年２月28日（火）となっております。
　検査を希望される方は、以下の方法により検査受託業者へお申し込みください。
　お申し込みには、令和４年６月広報に同封した専用の申込用紙（チラシ）が必要
です。紛失などの場合は、双葉地方水道企業団のホームページからプリントアウト
可能です。
　ぜひ、ご利用ください！
問  双葉地方水道企業団　施設課　浄水係　☎0240ｰ25ｰ5341

《お申込み方法》
・検査受託業者
　 ㈱江東微生物研究所
　環境衛生事業部いわき
　① 郵 送 の 場 合
　　〒970ｰ1144 
　　福島県いわき市
　　好間工業団地4ｰ18
　②ＦＡＸの場合
　　0246ｰ36ｰ7142

蛇口における水道水中の放射性物質モニタリング検査

１. 測定機関　 双葉地方水道企業団　　 
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　
４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　令和４年11月１日～令和４年11月30日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

※ いずれの検体も、11月30日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/
kg）未満であることを示しています。※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しています。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※ これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広 野こど も 園広 野 小 学 校

広 野 町 児 童 館

↑こども園発表会の様子

広野こども園発表会を開催

　広野こども園において園児たちの発表会が12月３
日（土）に行われ、踊りや合唱、劇など日々の練習の
成果を一生懸命披露しました。最初は緊張していまし
たが、保護者を見つけると手を振ったりして、最後は
元気いっぱいに披露することができました。今回の発
表会も新型コロナ感染防止対策として保護者を入れ替
える形式で実施しました。保護者は園児の頑張る姿を
見守り、これからの成長を頼もしく感じ、充実した時
間を過ごすことができました。

↑避難訓練の様子

避難訓練を実施

　避難訓練が12月９日（金）広野小学校で行われまし
た。生徒たちは校舎から校庭まで避難をする際の合言
葉「おさない、かけない、しゃべらない、もどらない」を
守り真剣に取り組んでいました。また、初期消火や煙体
験（無害）などが行われ、教員が代表でホースでの放水
の方法を体験、５・６年生の代表は水消火器での消火の
方法を学び、生徒たちは初期消火の大切さ、いざという
時の対処方法など消防署員から説明を受けました。

↑児童館みかん狩りの様子

児童館でみかん狩りを実施

　広野町役場西側にあるみかんの丘で12月５日（月）、
児童館に通う小学生27名がみかん狩りを楽しみまし
た。小雨が降るあいにくの天気でしたが、こどもたちは
大きなみかんを探して下から上まで走り回って持参し
た袋をいっぱいにして収穫を楽しんでいました。また
とったみかんを食べて「みかんおいしい！」と友達と笑
みをこぼしており、こどもたちはみかんの丘で広野町
の季節を感じることができました。

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をする
場で、保育士などによる育児相談なども行って
います。
　今月は第２水曜日の午前10時30分～午前
11時30分です。皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
※�受付は午前10時から、事前申し込みが必要です。
※新型コロナウイルスの状況により中止になる場
合もあります。

開催日 会　場 内　容

１/11（水） 広野町児童館 お正月遊び

問 �広野町児童館　☎0240ｰ27ｰ3288

げんキッズの

ご 案 内
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　 580人
　中学校 180人　 高等学校 400人

園児･児童･生徒数 　合計　　 416人
　小学校　152人　　中学校 110人
　こども園  88人　　児童館　66人

R４.12.１現在

広 野 中 学 校ふ たば 未 来 学 園

↑キャリア教育講演会の実施

教育講演会を開催

　キャリア教育の一環でJFAアカデミー福島の元ス
タッフ林晋太郎さんの講演会が12月２日（金）に行
われました。中学生がクラスや生徒会、家庭などでの
役割など様々な場所で役割を果たせる基礎的なこと
や、これまでの経験を通して得られた教訓など貴重な
話を聞くことができました。生徒たちは真剣に話を聞
いており、自分にとっての興味や関心、これからの進
路や生き方などきっかけが感じ取れる講演会でした。

↑発表を行う未来学園中学生ら

↑発表をオンラインで見守る未来学園生徒たち

第9回ふるさと創造学サミットに参加

　第９回ふるさと創造学サミットが12月３日（土）富
岡町文化交流センター学びの森で行われ、双葉郡８町
村の小・中学校がこれまでの探求的な学習活動を振り
返り、その取組の発表を行いました。発表者は未来学園
から３年生３名が選ばれ、発表者以外の生徒たちはオ
ンラインで視聴しました。双葉郡の現状や学校の特色
や取組について理解を深めることができ、今後の探求
活動につなげるヒントを得られることができました。

↑ナショナルトレセンU-14の様子

ナショナルトレセンU-14に参加

　　大竹　玲（中２）
　ナショナルトレセンに参加できて素直に嬉しかったです。しか
し、参加して「もっと努力しないと、もっとやらないといけない。
このままだと自分の夢や目標を叶えることができない」と自分の
レベルの低さを改めて感じました。振り返ってみるとチームを勝
たせるために自分がチームを鼓舞するなど、もっとやれることが
あったのではないかと思います。一方、期間中のミーティングで、
攻撃で相手の背後を取りにいくアクションをすること、守備で良
いポジションからプレッシャーをかけ、その強度を強めることな
どを整理し、実際にプレーで表現できました。

JFAアカデミー福島

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週土・日曜日
　詳細はふたば未来学園のホームページをご覧ください。
　https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！



広
報
H
IR

O
N
O

 №
6
1
7

2
0
2
3
.１
.6

発
行
／
広
野
町
　
編
集
／
総
務
課
政
策
広
報
室
　

☎
0240－

27－
2111

　
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35

（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 
※町民居住者：町内における町民の居住者 ※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者及び他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

令和４年
11月30日現在

 町のすがた  町のすがた 

世 帯 数　2,276世帯（+10）
住基人口　4,686人（+７）
 　（男） 　 2,477人（+６）
　 （女）　  2,209人（+１）

 人のうごき  人のうごき 

転　入 19人
転　出 ９人
出　生 ２人
死　亡 ５人

 実質人口  実質人口 

5，786人
（4,239人＋1,547人）
（町民居住者+滞在者）

お　詫　び　と　訂　正
　広報ひろの12月号裏表紙の駅伝入賞回数に誤
りがありました。お詫びして訂正いたします。
誤）「４年連続４度目」→ 正）「４年連続５度目」

Ｊヴィレッジハーフマラソン2022Ｊヴィレッジハーフマラソン2022
　Ｊヴィレッジハーフマラソン2022が　Ｊヴィレッジハーフマラソン2022が
12月11日（日）、Ｊヴィレッジを発着12月11日（日）、Ｊヴィレッジを発着
点に開催されました。今年は、県内外か点に開催されました。今年は、県内外か
ら総勢約1600名のエントリーがあり、ら総勢約1600名のエントリーがあり、
ハーフマラソンのコースはJヴィレッジハーフマラソンのコースはJヴィレッジ
をスタートし、楢葉町内から浜街道、広をスタートし、楢葉町内から浜街道、広
野駅前通りを駆けぬけ、Jヴィレッジの野駅前通りを駆けぬけ、Jヴィレッジの
ゴールを目指しました。あいにくの空模ゴールを目指しました。あいにくの空模
様でしたが上り坂が多いコースにも自己様でしたが上り坂が多いコースにも自己
ベストを目指し、果敢に走り抜けました。ベストを目指し、果敢に走り抜けました。

浜街道付近の様子

ハーフマラソンに参加した
秋葉賢也復興相（左から３人目）

皆さま応援
ありがとう

ございました

駅前商店街付近の様子

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口で
お渡しできます。お気軽にお問い合わせください。


